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たくさんのぶどう、先生これ切って !!　

自分で穫ったぶどうは、あまいかな。

秋、みつけた！
保育園「ぶどう狩り」
　体いっぱい秋を感じて
今年もぶどう農家さんの好意で
楽しいぶどう狩りができました。「あま～い！」
うれしそうな笑顔いっぱいの園児たちです。
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　９月８日(水)に招集された令和３年村議会９月定例会では、下記の議案等について慎
重審議し、全案件を原案どおり可決し、９月１７日(金)に閉会しました。

・承認４件(一般会計及び特別会計（スキー場）、企業会計（簡易水道）)
　	 ▶︎新型コロナ対策による公共施設のトイレ洋式化工事等
・条例２件（村個人情報保護条例の一部改正、番号法に基づく個人番号の	
	 	 利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正）
・補正予算３件（令和３年度一般会計及び特別会計（国保・介護））
・決算認定７件(令和２年度一般会計及び特別会計、企業会計)
・報告１件(健全化判断比率及び公営企業会計に係る資金不足比率)
・工事請負契約の変更１件（移動系消防用デジタル無線システム設備整備工事）
・発議２件	 沖縄戦戦没者の遺骨を含む土砂を埋め立てに使用しないよう求める意見書
	 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

あさひむら議会だより 2

令和2年度 村のお金の使い道!（一般会計目的別決算概要）

議会費
5,038万円

議員報酬、議会運営費
議会だよりほか

総務費
9億6,774万円

コロナ関連給付金事業費、行政
システム、庁舎等施設管理、地
域公共交通対策ほか

民生費
6億7,402万円

子育て関連給付金事業費、障が
い者支援、老人福祉、社協補助、
子育て支援、保育所ほか

衛生費
1億6,718万円

健診事業、母子保健、感染症対
策、ワクチン接種、ごみ処理、
簡易水道事業会計補助ほか

農林水産業費
1億7,323万円

有害鳥獣対策、農地保全等、地
方創生事業（アグリ）、土地改良、
林業、松くい虫対策ほか

商工費
1億5,582万円

商工会、コロナ関連企業支援事
業費等、プレミアム商品券、スキー
場特別会計繰出ほか

土木費
5億9,563万円

道路維持補修、改良工事等、除
雪融雪作業、下水道事業会計補
助ほか

消防費
2億5,953万円

広域消防負担金、消防団運営、
防火水槽整備、新型コロナウイ
ルス感染症対策ほか

教育費
3億8,995万円

トイレ改修・ネットワーク整備等小学
校費、中学校費、公民館、美術館、
教育関連施設コロナ対策費ほか

公債費
2億2,710万円
地方債（借入金）の
元利償還金

労働費
1,105万円

勤労者福祉資金融資
制度

諸支出金
1億6,248万円
財政調整基金等

災害復旧費
2,012万円

林道施設、農業用
施設

9月
定例会

令和２年度決算認定
新型コロナウイルス感染症対策費等の増加により
歳入 ４０億２，２９３万円(前年度比３１.３％増)

歳出 ３８億５，４２１万円(前年度比３２.１％増)

※表示単位未満端数処理により合計が一致しない場合があります。

〔 　 〕



一般会計補正予算案に異義あり
旧おひさま保育園の解体事業費4,750万円などの削除を求める修正案が提出されたが、賛成少数で否決された。

9/17 議会最終日

採決
議案
番号 件 名

議員名及び賛否　○賛成　×反対
上條俊策 高橋良二 清沢正毅 髙橋廣美 林邦宏 中村文映 齊藤勝則 上條昭三 塩原智惠美

議案
第46号

一般会計補正予算（第5号）減額修正案　
旧おひさま保育園解体費用
わくわく館・グラウンド駐車場舗装工事

× × × × ○ × ○ × ○

一般会計補正予算（第5号）原案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

討論
議案 賛否 議員名 討論要旨

議案第 46号
一般会計補正予算
（第 5号）

減額修正案
旧おひさま保育園
解体費用
わくわく館・グラ
ウンド駐車場舗装
工事

原案に
賛成

清
沢
正
毅

私は議案第46号は賛成です。跡地利用の進め方に問題があるから反対と言うのは理
解できません。本議案は解体費用の補正であり、解体を認めるか否かを判断するも
のであります。おひさま保育園解体は数年前から解体の方向が示されており、議員
全員が承諾している事案です。解体しなければ次に進めません。跡地利用の方向は
まだ議論の最中であります。子育て支援センターと運動広場駐車場舗装改修工事は
子供たちの安全を確保する上で大変重要な事です。補修を見送ったことで万一子供
たちに危害が及んだとしたらとんでもない事です。危険リスクが想定された時その
災害ポテンシャルを早期に取除く事は行政の当然の責務です。安全対策にやりすぎ
はありません。

原案に
反対
修正案
提出

塩
原
智
惠
美

旧おひさま保育園解体費用は村の「個別施設計画」を始め、予算化する為の指針で
ある「実施計画」に計上がない。村が仕事をするうえで基本中の基本を無視して補
正予算化した。（補正予算は災害復旧など非常時に対応するなどルールがある）さ
らに保育園解体の目的は村営住宅建設の為と村長は明言。議会は土地利用について
村から十分な説明もなく承知していないため、住宅建設ありきの保育園解体は認め
られない。なお、わくわく館等の駐車場整備費用８００万円は長年の間修繕の必要が
あったにも係わらず、放置により経費が増し、妥当な修繕をするために十分な見積
もりをした上で、「実施計画」に計上して新年度当初予算で対応するのが本来の姿
である。こうした村の一連の対応は議会軽視であり無視できない。

〔　〕

附帯決議案

◦附帯決議の要旨
　一般会計補正予算（第5号）のうち、「施設解体事業
設計業務委託」「旧保育園建物解体工事」において、村
の本年度個別施設計画や実施計画にない4,750万円
という多額の事業を補正予算で計上することは、行政
の事業の計画性を軽視することである。また、事業説
明も議会、区長・地区長、地元説明会資料がそれぞれ
異なるなど、行政の事業の進め方は村民及び議会へ
の誠実さを欠き問題である。
　しかし、村が長年にわたり「旧保育園」利活用を模
索してきたこと、建物の痛みが激しくアスベストが使
用されていること、また周辺住民から環境悪化への

不安や取り壊し要請が出ていることから、補正予算
を賛成多数で議決した。しかし、今後の村の事業計
画立案や今事業実施に当たり、以下の点に留意して、
適切な対応を求めるものである。
1	公共施設の維持修繕は長期的視点に立ち、当初予	
	 算に計上するよう努めること。
2	事業を進めるにあたっては十分な検討期間、多様	
	 な村民の意見を聞き、その検討経過と結果を丁寧	
	 に村民や議会に公表すること。
3	「旧保育園」跡地利用については、様々な可能性	
	 を考慮し、村民及び議会の理解・承認を経て進め	
	 ること。

一般会計補正予算（第5号）について、付帯決議案が中村文映、髙橋廣美、清沢正毅議員から提出され、賛成
多数で議決された。

【議会用語解説】
附帯決議＝議会の思いを示す議決
　附帯決議とはその対象になる事案（今回は補正予算）
の可決後に、議会が執行上の意見や要望を表明するもの
です。議決には法的拘束力は有りませんが、住民代表で
ある議会がその意思を示すことは、行政も重く受け止め
ざるを得ず、政治上の効果は小さくありません。

あさひむら議会だより3
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コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書を提出！

「沖縄戦没者の遺骨を含む土砂を埋め立てに使用しないよう求める意見書」採択される

現在、新型コロナウイルスの感染症の拡大は、変
異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済
的・社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が
続いている中で、地方財政は、来年度においても財源
不足が避けられない厳しい状況に直面しています。
地方自治体においては、新型コロナウイルス感染
症対策はもとより、地方創生、雇用対策、防災・減
災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、
財政需要の増嵩が見込まれる社会保障等への対応に
迫られており、このためには、地方税財源の充実が

不可欠であります。このことから、国における令
和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、
コロナ禍による厳しい財政状況に対処した地方財
源の充実を求めるため、「コロナ禍による厳しい
財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見
書」を発議し、議員全員の賛成により採択しまし
た。その結果9月17日衆参両院、関係行政庁へ意
見書を提出しました。

総務産業委員長　上條昭三

9月13日に開催した委員会で、上記内容の要請を
慎重に審査しました。結果は、沖縄本島南部地域は
去る沖縄戦で多くの住民や兵士が犠牲となり、その
遺骨も残っている地域であり、現在も収骨が行われ
ています。本地域が基地建設の埋め立て用土砂の採
取地として指定され、戦没者の遺骨が埋め立てに使

用されることは、基地建設の賛否ではなく、人道
的見地から要請の必要があると認め、全会一致で
要請を採択しました。定例会最終日に、全員一致
で採択し、9月17日衆参両院、関係行政庁へ意
見書を提出しました。

社会文教委員長　中村文映

8
月
の
長
雨
の
影
響
で
全
国
的

に
災
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
朝
日

村
で
も
村
内
各
所
で
土
砂
崩
落
、

集
水
枡
か
ら
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

等
に
よ
る
畑
地
の
浸
水
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
9
月
議
会

最
終
日
の
行
政
視
察
で
災
害
地
を

回
り
、
建
設
環
境
課
長
の
案
内
で

説
明
を
受
け
、
確
認
し
ま
し
た
。

今
回
の
災
害
は
、
規
模
の
大
小
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
被
害
の
甚
大

さ
を
実
感
し
、
予
算
措
置
も
含
め

早
期
の
復
旧
の
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。

主
な
災
害
の
実
態

⑴	

古
川
寺
北
側
（
古
見
配
水
池
ま

で
の
砂
利
道
が
山
か
ら
の
水
に

よ
り
洗
掘
）

⑵	

古
見
排
水
池
地
下
ビ
ッ
ト
内
に

浸
水

⑶	

東
京
電
力
前
（
集
水
枡
の
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
及
び
歩
道
の
水
が

畑
に
流
水
）

⑷	

ピ
ア
ラ
イ
ン
北
側
（
集
水
枡
の

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
で
道
路
に
土

砂
が
流
出
）

⑸	

内
山
沢
上
流
周
辺
（
水
路
よ
り

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
で
砂
利
道
が

洗
掘
）

⑹	

三
ヶ
組
薬
師
堂
前
（
集
水
枡

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
及
び
道
路
の

水
が
畑
に
流
水
）

⑺	

上
針
尾
橋
上
流
約
7
0
0
m

鎖
川
左
岸
（
護
岸
に
水
が
回
り

崩
落
）

そ
の
他
林
道
も
数
箇
所
の
災
害

が
あ
り
、
特
に
鉢
盛
山
登
山
道
に

通
じ
る
野
俣
林
道
は
崩
落
が
ひ
ど

く
県
と
の
相
談
で
今
後
の
復
旧
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

髙
橋
廣
美

行
政
視
察

委員会報告・発議
社会文教委員会報告

発議
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北村直樹 議員

北村直樹議員（5ページ）

1 公金【基金】の効果的な運用の要検討を
2 小学校通学路の危険個所改善について

上條俊策議員（6ページ）

1 旧おひさま保育園跡の村営住宅建設について
2 大雨による朝日村の被害状況について

清沢正毅議員（6ページ）

1 誰もが暮らしたくなる村づくりに朝日村営墓地霊園は必要では
2 災害発生時に使用するマンホールトイレの導入は	　

髙橋廣美議員（7ページ）

1 朝日村農業ビジョンについて

林邦宏議員（7ページ）
1 今後の松枯れ対応は

中村文映議員（8ページ）

1 「朝日村農業ビジョン」策定に当たり、村の農業政
策の基本姿勢について

齊藤勝則議員（8ページ）

1 朝日村の豪雨災害並びに各種災害の徹底見直しを
2 朝日村の魅力を移住者目線で

上條昭三議員（9ページ）

1 コロナ対策とワクチン接種状況について
2 松枯れ対策について
3 地域おこし協力隊の今後の活用について

塩原智惠美 議員（9ページ）

1 早急に求める防災対策

村政に問う！！一 般
質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や疑問をもとに、村政全般に

わたり行政の姿勢を質すものです。

ここが聞きたい　9議員 15 項目

問　
先
月
の
全
員
協
議
会
の
中
で
「
公
金

（
基
金
）
の
効
率
的
な
運
用
に
つ
い
て
」
当

局
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
基
金
は
、

目
的
に
応
じ
て
確
実
か
つ
効
率
的
に
運
用

を
し
、
預
金
、
国
債
証
券
、
地
方
債
証
券

等
に
よ
り
確
実
な
方
法
に
よ
っ
て
運
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
私
は
こ
の
提
案
に
対
し
、

債
権
【
国
債
・
地
方
債
】
の
年
限
規
制
や

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
経
済
の
動
向
・
自

然
災
害
に
よ
る
復
旧
基
金
の
取
り
崩
し
、

将
来
に
渡
っ
て
の
人
口
減
少
に
よ
る
交
付

金
の
減
少
等
を
背
景
に
基
金
運
用
に
つ
い

て
は
現
時
点
で
不
安
を
感
じ
る
。
以
上
の

こ
と
か
ら
次
の
質
問
を
致
し
ま
す
。

①	

コ
ロ
ナ
禍
経
済
の
中
、
何
故
こ
の
時
期

に
基
金
を
使
っ
て
運
用
す
る
の
か
？

②	
長
期
に
縛
り
が
か
か
る
金
融
商
品
へ
の

リ
ス
ク
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
？

③	

今
後
の
自
然
災
害
に
対
し
、
基
金
活
用

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
て
い
る
の
か
？

会
計
管
理
者
及
び
企
画
財
政
課
長

①
昨
年
度
よ
り
行
政
改
革
大
綱
の
中
で

管
理
行
政
か
ら
経
営
行
政
に
方
針
転
化
を

図
っ
た
。
基
金
運
用
に
つ
い
て
は
昨
年
度

よ
り
計
画
を
練
り
、
本
年
度
、
更
な
る
情

報
を
精
査
す
る
中
で
庁
舎
内
で
検
討
し
た

結
果
、
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

②
債
権
の
年
限
規
制
に
対
し
て
は
2
つ
対

策
を
講
じ
る
。
基
金
の
一
括
管
理
方
式
を

導
入
し
、
複
数
の
基
金
商
品
管
理
を
行
う

こ
と
で
長
期
運
用
商
品
の
途
中
解
約
を
回

避
す
る
こ
と
が
可
能
。

③	

基
金
に
つ
い
て
は
現
在
24
億
3
千
万
円

程
保
有
し
て
い
る
。
財
政
調
整
基
金
に
つ

い
て
は
明
確
な
保
有
基
準
が
存
在
し
な
い

為
、
他
市
町
村
と
比
較
す
る
し
か
な
い
。

保
有
率
と
し
て
は
県
下
で
は
31
位
と
中
間

に
位
置
す
る
。
よ
っ
て
10
年
間
の
財
政
計

画
を
し
っ
か
り
組
み
、
運
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

基
金
の
効
率
的
な
運
用
の
再
検
討
を

答 

１０
年
財
政
計
画
の
中
で
長
期
的
な
運
用
を
考
え
て
い
る

カネ・ヒト・モノの関係図
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清沢正毅 議員

問　
旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園
跡
に
建
設
予
定

の
村
営
住
宅
に
関
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
の
折
、

近
隣
住
民
へ
の
説
明
会
も
で
き
ず
、
書
面

で
説
明
資
料
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
依

頼
が
あ
っ
た
。
当
事
者
と
し
て
は
、
建
設

の
方
向
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、図
面
を
見
る
だ
け
で
は
理
解
で
き
ず
、

説
明
会
を
コ
ロ
ナ
対
策
し
て
実
行
し
て
欲

し
い
と
の
要
望
に
対
し
て
ど
う
対
応
す
る

か
。

企
画
財
政
課
長　
当
初
説
明
会
を
計
画
し

て
い
た
が
、コ
ロ
ナ
状
況
の
悪
化
に
よ
り
、

説
明
会
が
開
催
中
止
に
な
っ
た
。
今
日
現

在
コ
ロ
ナ
状
況
も
改
善
し
、
県
の
規
制
も

緩
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
9
月
21
日
に
説
明

会
を
行
う
予
定
。
尚
、資
料
の
設
計
図
は
、

あ
く
ま
で
参
考
イ
メ
ー
ジ
図
で
、
今
後
幅

広
い
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
計
画
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

大
雨
に
よ
る
朝
日
村
の
被
害
状
況
と
対
応
は

問　
8
月
の
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況
と
そ

れ
の
復
旧
状
況
は
ど
う
で
あ
る
か
。

建
設
環
境
課
長　
御
馬
越
用
水
取
水
口
・

御
道
開
渡
下
流
崩
落
・
古
見
原
側
溝
泥
上

げ
等
で
復
旧
対
応
し
て
お
り
、
10
月
末
に

は
完
了
予
定
で
、古
見
配
水
池・地
下
ピ
ッ

ト
等
は
1
月
完
了
予
定
。

産
業
振
興
課
長　
観
光
関
係
（
キ
ャ
ン
プ

場
上
部
土
砂
流
出
・
9
月
中
復
旧
）
林
道

関
係
5
箇
所
（
内
山
沢
・
上
の
山
・
曽
倉

沢
）
は
8
月
25
日
復
旧
）
中
俣
・
樫
俣
沢

は
10
月
中
旬
に
復
旧
。
鉢
盛
山
線
は
岳
沢

崩
落
復
旧
を
県
と
の
協
議
中
で
あ
る
。

質
問
者　
当
局
の
早
い
対
応
に
感
謝
し
、

今
後
の
対
応
を
願
う
所
で
あ
る
。

問　
村
民
か
ら
の
意
見
で
、「
将
来
自
分
の

入
る
お
墓
を
確
保
し
た
い
。」「
墓
の
管
理

で
子
ど
も
に
負
担
を
掛
け
た
く
な
い
。」「
自

分
が
生
き
て
い
る
間
に
改
葬
（
墓
じ
ま
い
）

を
考
え
た
い
。」
と
言
っ
た
意
見
が
あ
り
ま

す
。
近
年
個
人
で
墓
を
持
ち
管
理
す
る
の

は
時
代
遅
れ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
た
墓
や
供
養
の
方
法
を
選

択
す
る
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
う
し

た
実
態
を
踏
ま
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
村
に

住
み
続
け
た
い
村
民
意
向
と
し
て
、
村
営

墓
地
霊
園
の
設
置
は
必
要
条
件
で
あ
る
。

近
隣
市
村
で
は
朝
日
村
・
麻
績
村
以
外
の

自
治
体
は
す
で
に
公
設
霊
園
が
完
備
さ
れ

て
い
る
。
是
非
、
他
に
先
駆
け
た
、
多
様

性
あ
る
村
営
墓
地
霊
園
の
実
現
を
期
待
し

た
い
が
い
か
が
か
？

建
設
環
境
課
長　
村
と
し
て
も
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
住
民
ニ
ー
ズ
は
相
当
数
あ

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
県
内
外

の
視
察
も
行
い
、
今
後
も
継
続
し
て
協
議
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

村
長　

住
民
ニ
ー
ズ
は
承
知
し
て
い
る

し
、
私
の
も
と
へ
も
直
接
要
望
が
あ
る
。

村
内
の
二
つ
の
お
寺
と
も
打
ち
合
わ
せ
を

し
た
が
今
の
と
こ
ろ
進
展
は
な
い
。
霊
園

と
し
て
何
が一
番
良
い
の
か
を
考
え
た
時
、

樹
木
葬
が
良
い
と
考
え
る
が
、
適
し
た
場

所
が
村
内
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、

永
代
管
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
そ
の
組
織
体
制
を
ど
う
す
る
の
か
も

課
題
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
必
要
性
は
感

じ
て
い
る
た
め
、
実
現
の
目
処
が
つ
い
た

ら
具
体
的
に
検
討
委
員
会
等
で
前
向
き
に

協
議
し
て
い
く
。

質
問
者　
場
所
の
問
題
に
つ
い
て
は
住
民

協
働
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で

行
け
ば
良
い
提
案
も
出
て
く
る
。
ぜ
ひ
と

も
実
現
に
期
待
し
た
い
。

問　
国
交
省
は
災
害
発
生
時
に
使
用
す
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
自
治
体
に

要
請
し
て
い
る
が
、
村
で
は
導
入
設
置
の

予
定
は
あ
る
か
？

建
設
環
境
課
長　
村
は
国
交
省
の
補
助
対

象
区
域
外
で
あ
る
た
め
、
国
の
補
助
は
受

け
ら
れ
な
い
。
設
置
す
る
と
な
れ
ば
起
債

事
業
で
あ
る
緊
急
防
災
減
災
事
業
で
の
扱

い
と
な
る
。
今
後
旧
役
場
庁
舎
跡
地
に
建

設
予
定
の
拠
点
避
難
所
に
は
設
置
を
検
討

し
た
い
。

旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園
跡
の
説
明
会
を

答 

説
明
会
を
開
き
今
後
の
方
向
を
検
討
し
て
い
く　
　
　
　
　
　

上條俊策 議員

朝
日
村
村
営
墓
地
霊
園
は
必
要
で
は
？

答 

実
現
の
目
処
が
つ
い
た
ら
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
！

旧おひさま保育園
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林　邦宏 議員

髙橋廣美 議員

問　
村
は
令
和
4
年
か
ら
令
和
11
年
度

（
8
年
間
）
と
い
う
期
間
の
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
に
取
り
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
朝
日
村
第
6
次
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
国
の
「
食
料
･
農

業
・
農
村
基
本
計
画
」
等
の
内
容
を
踏
ま

え
、
当
村
の
農
業
振
興
を
推
進
す
る
た
め

の
指
針
を
示
す
も
の
と
あ
り
ま
す
。
総
合

計
画
の
中
に
「
安
全
・
安
心
及
び
環
境
に

配
慮
し
た
農
業
の
推
進
と
土
壌
の
保
全
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
林
水
産
省
は
化

学
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な
い
有
機
農
業
へ

の
転
換
を
促
す
た
め
、
担
い
手
に
補
助
金

を
出
す
新
た
な
制
度
を
設
け
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
5
0
年
ま
で
に

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
市
場
を
拡
大
し
つ
つ
、
耕

地
面
積
に
占
め
る
有
機
農
業
の
取
り
扱
い

面
積
の
割
合
を
25
%
に
拡
大
す
る
こ
と
を

目
指
す
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

流
れ
に
対
し
村
の
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長　
従
来
、村
で
は
有
機
農

業
は
あ
ま
り
積
極
的
に
取
り
あ
げ
て
は
来

な
か
っ
た
が
、国
の「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」に
基
づ
き
な
が
ら
、村
独
自
の

有
機
農
業
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

村
長
　
「
野
菜
バ
ス
」
な
ど
の
方
式
で
有

機
農
業
者
と
消
費
者
を
繋
げ
る
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

農
業
ビ
ジ
ョ
ン 

村
の
考
え
方
は

答 

有
機
農
業
に
つ
い
て
は
国
･
県
の
方
針
に
従
っ
て
進
め
て
い
く

問　
村
内
の
赤
松
林
に
黄
緑
か
か
っ
た
り
赤

茶
色
の
立
木
が
目
に
つ
き
、こ
の
事
象
は
鎖

川
右
岸
段
丘
の
原
新
田
や
、
左
岸
ピ
ュ
ア
ラ

イ
ン
あ
さ
ひ
裏
の
段
丘
や
上
組
・
三
ヶ
組
・

古
見
地
籍
・
他
各
所
で
見
ら
れ
る
。
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
は
、
被
害
木
が
各
地
に
散
逸
し

て
い
る
が
、
村
は
松
く
い
虫
防
除
対
策
は
実

施
し
て
い
る
の
か
と
問
わ
れ
た
り
、
森
林
所

有
者
か
ら
は
四
賀
や
筑
北
、
明
科
の
よ
う
な

赤
松
被
害
木
林
に
し
な
い
防
除
体
制
で
赤
松

林
を
守
っ
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
等
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
松
く
い
虫
防
除
対
策
の
現
状

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

①
今
年
度
の
松
く
い
虫
防
除
対
策
費
は

８
３
１
万
円
程
計
上
さ
れ
て
い
る
事
業
の
進

捗
状
況
と
成
果
は
い
か
が
か
。

②
被
害
木
を
伐
倒
燻
蒸
処
理
し
た
際
使
用
さ

れ
た
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
が
劣
化
飛
散
し
て
い

る
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
昨
今
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
取
る
か
。

③
松
く
い
虫
被
害
は
海
抜
の
高
い
民
有
林
へ

拡
大
し
て
駆
除
費
用
が
嵩
み
村
財
政
の
重
荷

に
な
る
の
は
必
須
。
国
・
県
へ
の
補
助
金
交

付
申
請
を
提
案
す
る
が
、
当
局
の
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長　
今
年
度
の
前
半
は
、
36
本

90
㎥
を
６
月
上
旬
迄
に
実
施
し
て
い
る
、
後
半

は
10
月
以
降
に
感
染
木
の
伐
倒
燻
蒸
処
理
を

し
て
い
く
。
燻
蒸
処
理
用
シ
ー
ト
は
成
分
分
解

性
シ
ー
ト
を
使
用
し
安
全
性
は
確
保
し
て
い

る
。
財
源
は
令
和
４
年
度
は
国
庫
補
助
が
受

け
ら
れ
る
か
県
と
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

問　
被
害
木
の
検
証
精
度
を
高
め
る
対
応
策

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長　
今
年
度
か
ら
ド
ロ
ー
ン
を

採
用
し
て
精
度
を
あ
げ
、
職
員
の
定
期
調
査

や
住
民
の
方
々
や
村
有
林
管
理
員
か
ら
の
情

報
収
集
で
対
応
し
て
い
る
。　

問　
後
半
の
被
害
木
処
理
費
用
は
12
月
に
補

正
予
算
を
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

産
業
振
興
課
長　

後
半
は
60
本
程
見
込
ま

れ
、
処
理
を
す
る
立
地
条
件
が
悪
く
コ
ス
ト

高
と
な
り
、
補
正
の
計
上
も
必
要
に
な
る
こ

と
も
あ
る
。

村
長　

被
害
木
は
毎
年
１
４
０
％
の
伸

び
で
駆
除
能
力
を
オ
ー
バ
ー
し
、
海
抜
も

１
０
０
０
ｍ
域
に
達
し
、
駆
除
す
る
赤
松
林

が
拡
大
し
て
い
く
。
駆
除
す
る
赤
松
林
と
伐

採
す
る
赤
松
林
に
分
け
て
対
応
す
る
。

今
後
の
松
枯
れ
対
応
は

答 

守
る
べ
き
赤
松
林
を
決
め
て
駆
除
し
て
い
く
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齊藤勝則 議員

中村文映 議員

問　
地
球
規
模
で
の
温
暖
化
の
進
行
、
異

常
気
象
や
大
規
模
災
害
の
発
生
な
ど
、
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
そ
ん
な
中
、
村
は
将
来
を
見
据
え

て
「
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、「
持
続
可
能
な
農
業
」
の
視

点
を
入
れ
る
予
定
は
あ
る
か
。
ま
た
、
村

が
取
り
組
む
未
来
世
代
か
ら
の
発
想
法

「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
の
手
法
を
取

り
入
れ
る
の
か
、
農
業
が
持
つ
「
多
面
的

機
能
」
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

産
業
振
興
課
長　
大
き
な
計
画
で
は
あ
る

が
「
持
続
可
能
な
農
業
」
へ
の
取
組
を
盛

り
込
む
必
要
が
あ
る
。
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ

ザ
イ
ン
の
手
法
は
今
回
取
り
入
れ
な
い
が
、

将
来
を
見
据
え
た
視
点
で
議
論
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
広
く
村
民
の
理
解

の
も
と
、
多
面
的
機
能
に
つ
い
て
も
盛
り

込
む
予
定
だ
。

問　
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、未
来

を
見
据
え
て
の
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長　
農
業
に
は
大
き
な
課
題
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
は
毎
年
更
新
さ

れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
気
候
変

動
に
対
応
し
た
作
物
の
研
究
に
も
今
後
本

腰
を
入
れ
て
考
え
、
投
資
も
し
て
い
く
の

で
長
い
目
で
見
て
欲
し
い
。

問　
新
規
就
農
者
は
有
機
農
業
に
関
心
が

高
い
、
有
機
農
業
に
つ
い
て
の
施
策
は
あ

る
か
。

産
業
振
興
課
長　

今
ま
で
村
は
力
を
入

れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
有
機
農
家

に
協
力
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
県
の
学

習
会
等
に
関
わ
っ
た
り
、
村
独
自
で
専
門

家
を
招
き
講
座
を
開
く
な
ど
し
て
い
く
。

ま
た
、
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る
か
検
討
、

J
A
等
と
も
協
力
し
て
受
け
入
れ
態
勢
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　
農
地
を
守
る
に
は
農
家
が
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

村
長　
野
菜
バ
ス
や
月
3
万
円
ビ
ジ
ネ
ス

の
取
組
も
そ
う
だ
が
、
小
規
模
農
家
支
援

の
仕
組
み
づ
く
り
を
継
続
、
強
化
し
て
い

く
こ
と
だ
と
思
う
。

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
当
た
り

村
の
基
本
姿
勢
は

答 

課
題
が
あ
る
中
、ビ
ジ
ョ
ン
は
毎
年
更
新
さ
れ
る
も
の

問
　
今
、
百
年
に
一
度
の
豪
雨
と
か

ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
明
ら
か
に
地
球
温
暖
化
の
影
響

で
、
こ
れ
か
ら
は
頻
繁
に
起
こ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
村
の
山
道
や
堤
防
，
U
字

溝
を
き
ち
ん
と
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
野
俣
沢
の
第
三
堰
堤
の
上
流

に
大
型
砂
防
堰
堤
を
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ

イ
ン
の
観
点
か
ら
も
考
え
て
も
ら
え
な
い

も
の
か
、
ま
た
、
流
木
や
流
石
等
で
野
俣

沢
橋
の
流
れ
が
止
ま
り
満
杯
に
な
れ
ば

キ
ャ
ン
プ
場
や
、
下
流
住
民
に
多
大
な
被

害
が
で
な
い
か
と
心
配
で
す
し
、
観
光
施

設
も
あ
り
、
な
お
さ
ら
で
す
。
当
村
出
身

の
県
議
が
い
る
う
ち
に
国
、
県
に
働
き
か

け
て
も
ら
え
な
い
も
の
か
。

関
係
課
長　
今
回
の
豪
雨
で
は
野
俣
沢
第

3
堰
堤
の
上
流
の
既
存
の
堰
堤
で
土
石
流

防
い
で
い
る
し
、
古
見
の
被
害
も
水
切
り

を
1
か
所
か
ら
3
か
所
に
ふ
や
し
て
直
し

て
い
る
し
、
山
道
も
整
備
し
た
。
今
後
よ

い
事
業
が
あ
れ
ば
国
、
県
に
も
働
き
か
け

た
い
。
ま
た
農
業
被
害
に
つ
い
て
は
な

か
っ
た
。

要
望　
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
観
点

か
ら
村
民
に
被
害
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
最
善

を
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
。

朝
日
村
の
豪
雨
災
害
並
び
に

各
種
災
害
の
徹
底
見
直
し
を

答 

豪
雨
災
害
は
、そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
対
応
を
し
て
い
る

第3堰堤

広がる野菜畑
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塩原智惠美 議員

上條昭三 議員

問　
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
は
村
に
お
い

て
事
例
は
あ
る
か
。
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
打
っ

た
か
ら
と
安
心
し
て
い
て
も
感
染
の
リ
ス

ク
は
あ
る
。
今
後
の
村
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
は
い
か
が
か
。
ワ
ク
チ
ン

の
村
に
お
け
る
接
種
状
況
は
い
か
が
か
。

小
中
学
生
の
感
染
状
況
と
今
後
の
見
通
し

は
い
か
が
か
。

住
民
福
祉
課
長　
感
染
状
況
に
つ
い
て
、

感
染
者
の
管
理
は
全
て
県
が
行
っ
て
お
り
、

ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
に
つ
い
て
も
村
で

は
把
握
で
き
な
い
。
現
在
行
っ
て
い
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
10
月
中
に
終
了
。
そ
の
後

の
接
種
は
検
討
中
。
広
域
的
接
種
を
県
に

要
請
中
。
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
は
今
後

も
同
様
に
継
続
し
て
い
く
。

松
枯
れ
対
策
は

問　
松
枯
れ
は
、
平
成
28
年
初
め
て
確
認

さ
れ
、
令
和
２
年
度
に
は
69
本
を
処
理
す

る
に
至
っ
た
。
赤
松
の
被
害
木
は
発
見
し

し
だ
い
全
量
駆
除
し
、
取
組
と
し
て
は
委

託
事
業
と
し
て
周
辺
木
も
含
め
89
本
の
伐

倒
燻
蒸
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
秋
ま
で
に

枯
れ
て
い
る
赤
松
の
被
害
木
は
調
査
し
伐

倒
燻
蒸
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今

後
の
方
針
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
上
空

か
ら
の
調
査
を
し
て
、
被
害
木
の
発
見
数

は
増
え
た
の
か
。
最
近
で
も
、赤
坂
や
ピ
ュ

ア
ラ
イ
ン
の
は
ば
に
も
松
枯
れ
が
多
少
見

受
け
ら
れ
る
。
松
本
市
の
管
轄
で
は
あ
る

が
、
村
は
ど
う
対
処
さ
れ
る
か
。
発
見
後

は
よ
り
積
極
的
な
伐
倒
燻
蒸
を
。

産
業
振
興
課
長　
ド
ロ
ー
ン
で
急
傾
斜
地

等
で
あ
っ
て
も
焦
点
を
当
て
調
査
し
有
効

に
活
用
で
き
る
。
早
期
の
発
見
、
早
期
の

処
理
を
実
施
し
て
い
く
。
松
本
市
境
の
松

枯
れ
は
、
市
の
事
情
も
あ
る
が
、
村
と
し

て
は
積
極
的
に
申
し
入
れ
を
し
て
い
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
今
後
の
活
用
は

問　
今
後
満
期
に
な
っ
た
隊
員
の
補
充
を

し
て
い
く
予
定
は
あ
る
か
。
特
に
婚
活
の

ス
タ
ッ
フ
の
補
充
は
必
要
か
と
思
う
が
い

か
が
か
。

企
画
財
政
課
長　

都
会
か
ら
の
地
方
移

住
、
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
今
後
も

協
力
隊
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
婚
活
事
業
に
つ
い
て
は
村
と

し
て
も
継
続
し
、
少
子
化
の
抑
制
に
繋
げ

る
た
め
、
現
在
の
事
業
を
引
継
ぐ
婚
活
ス

タ
ッ
フ
の
補
充
を
考
え
て
い
る
。

今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

答 

対
策
は
継
続
し
、ワ
ク
チ
ン
は
広
域
接
種
も
検
討

問　
お
盆
の
期
間
中（
８
月
13
日
～
15
日
）

大
雨
に
よ
り
村
内
各
所
に
被
害
が
出
た
。

野
俣
沢
に
設
置
し
た
村
の
雨
量
計（
３
日

間
積
算
）は
４
７
５
ミ
リ
。14
日
の
24
時
間

雨
量
は
2
8
0
ミ
リ
だ
っ
た
。気
象
庁
が

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
出
し
、村
は
鎖
川

右
岸・左
岸
に
指
定
避
難
所
を
設
置
、複
数

の
村
民
が
避
難
し
た
。今
後
予
想
さ
れ
る

大
雨
や
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
を
考
慮

し
た
時
、全
て
を
満
た
す
右
岸
の
指
定
避

難
所
は
旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園
の
み
。し
か

し
９
月
議
会
で
補
正
予
算
可
決
。10
月
か

ら
取
壊
し
が
始
ま
る
予
定
。こ
れ
に
よ
り

指
定
避
難
所
は
1
か
所
も
な
い
こ
と
に
な

る
。左
岸
は
中
央
公
民
館
な
ど
公
共
施
設

が
充
実
。格
差
は
歴
然
。今
後
の
災
害
に
備

え
て
、右
岸
の
入
三
、針
尾
、西
洗
馬
に
公

共
事
業
に
よ
る
指
定
避
難
所
の
設
置
を
強

く
望
む
が
村
の
方
針
は
い
か
が
。

村
長　
西
洗
馬
は
第
５
分
団
詰
所
の
隣
接

地
に
避
難
所
を
含
む
防
災
セ
ン
タ
ー（
緊

急
防
災
減
災
事
業
）を
村
で
作
り
た
い
。

中
山
間
総
合
整
備
事
業
は
や
め
る
。防

災
機
能
整
備
の
必
要
は
あ
る
の
で
入
三・

針
尾
含
め
方
向
に
つ
い
て
区
長
会
で
検
討

す
る
。議
員
提
案
の
防
災
知
見
の
人
材
も

入
っ
て
も
ら
う
。

問　

た
め
池
は
村
内
に
９
か
所
存
在
。

３
か
所（
芦
の
池・曾
倉・滝
ケ
入
）は
防
災

重
点
た
め
池
に
指
定
済
み
。残
り
６
か
所

は
、国
の
新
た
な
基
準
に
照
ら
す
と
、全
て

防
災
重
点
た
め
池
に
該
当
す
る
。早
急
に

県
の
指
定
を
受
け
廃
止
や
修
繕
な
ど
対
応

策
を
求
め
る
。

村
長　
３
か
所
以
外
調
査
検
討
し
て
こ
な

か
っ
た
。指
定
に
向
け
て
申
請
す
る
。た
め

池
は
再
調
査
し
て
登
録
漏
れ
を
防
ぐ
。

防
災
重
点
た
め
池
は
災
害
対
策
の
取
り
組

み
を
し
て
い
く
。

要
望　
国
は「
防
災
重
点
た
め
池
の
防
災

工
事
等
を
推
進
す
る
為
の
法
律
」を
昨
年

作
り
、「
防
災
減
災
国
土
強
靭
化
の
５
か
年

加
速
化
対
策
」を
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。防

災
重
点
た
め
池
は
こ
の
中
に
位
置
づ
け
、

R
７
年
ま
で
に
事
業
前
倒
し
も
可
能
と
し

た
。国
県
補
助
は
８
～
９
割
。国
家
予
算
は

こ
れ
か
ら
ま
と
ま
る
。情
報
を
早
く
取
り

村
の
計
画
に
の
せ
、地
元
と
の
十
分
な
協

議
の
上
、そ
の
期
待
に
応
え
て
ほ
し
い
。

早
急
に
求
め
る
防
災
対
策

 

答 

第
５
分
団
詰
所
隣
接
地
に
防
災
セ
ン
タ
ー
を
村
が
建
設
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議会改革その一歩!!
開かれた議会を目指して

　9月議会が終わり、議会モニター会議を開く中で、モ
ニターからの意見により、早急に対応を迫られる課題
が明確になった。
　「発言のない議員がいる」「発言内容に開きがある。活
発な発言を求める」「議案を事前に勉強して、より良い
議案に高めてほしい」など。もっともなご意見である。
住民の代表として住民の想いを代弁するはずの議員の
姿を見たとき、現実を率直に受け止めたのだと思う。

　議場とは、村政全般にわたる重要事項を決定する場
であり、そのための議論が尽くされる場である。そして
最終的に村の政策を議会として意思決定する神聖な場
である。その場所で村民の負託を受けた議員それぞれ
が、根拠に基づいた賛成・反対討論を述べ、十分議論を
尽くしているのか・・・・問われたと感じる。
　議会改革とはこの一歩から始まる。心して取り組まな
いと議会は村民からの信頼を失う。

議会運営委員長　塩原　智惠美

議会
改革

9
月
8
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
朝
日
村
議

会
9
月
定
例
会
は
、
連
日
多
く
の
傍
聴
者
に

お
越
し
い
た
だ
い
た
。
大
多
数
は
議
会
が
本

年
度
か
ら
新
た
に
募
集
し
、
応
募
い
た
だ
い

た
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
だ
っ
た
。

こ
こ
数
年
の
議
会
は
村
民
の
傍
聴
者
は

残
念
な
が
ら
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
モ
ニ

タ
ー
制
度
が
始
ま
っ
た
7
月
以
降
、
本
会

議
は
も
と
よ
り
委
員
会
に
も
傍
聴
者
が
あ

り
、
日
に
よ
っ
て
は
傍
聴
席
が
満
席
状
態
に

な
っ
た
。
モ
ニ
タ
ー
制
度
以
前
の
傍
聴
は
特

定
の
案
件
へ
の
支
持
・
不
支
持
や
、
特
定
議

員
の
支
持
者
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
モ

ニ
タ
ー
は
客
観
的
な
視
点
で
の
傍
聴
者
で
あ

る
。
議
員
は
背
中
に
村
民
の
視
線
を
感
じ
、

行
政
は
正
面
に
村
民
を
見
る
形
と
な
り
、
結

果
、
議
員
の
発
言
も
行
政
の
答
弁
も
一
定
の

緊
張
感
が
生
ま
れ
、
効
果
は
絶
大
で
あ
る
と

感
じ
た
。

9
月
定
例
会
終
業
後
の
28
日
午

後
6
時
よ
り
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
7
名

全
員
の
皆
さ
ん
と
、
議
会
運
営
委
員

会
所
属
の
議
員
が
出
席
し
て
第
2

回
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
た
。
会

議
で
は
議
員
と
は
全
く
別
の
視
点

か
ら
率
直
な
意
見
、
発
言
が
数
多
く

出
さ
れ
た
。

議
会
で
は
い
た
だ
い
た
意
見
や
提

言
を
全
員
協
議
会
に
報
告
・
共
有
化

を
図
り
、
今
後
の
議
会
運
営
、
議
会

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
整
理
、
検
討
し
た

内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
に

向
け
て
話
し
合
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
発
言
の
主
旨
を
抜
粋

し
て
紹
介
す
る
。

◦
会
議
に
お
け
る
議
員
は
、
発
言

の
権
利
が
あ
る
と
同
時
に
義
務
も

あ
る
と
思
う
。
出
て
黙
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
活
発
な
議
論
・
討

論
を
し
て
欲
し
い
。

◦
文
章
を
出
し
た
の
で
周
知
し
た
、

書
類
が
各
戸
に
渡
っ
て
い
る
の
で
理

解
さ
れ
て
い
る
は
ず
、そ
の
よ
う
な

答
弁
が
村
側
に
多
い
と
感
じ
た
。

◦
You
Tu
b
e
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
て
、会
議
等
が
簡
単
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

◦
行
政
の
出
す
議
案
も
完
全
無
欠
で

な
い
場
合
も
あ
る
、議
員
は
し
っ
か
り

勉
強
し
て
至
ら
な
い
点
を
討
論
で
指

摘
し
、正
し
い
議
案
に
し
て
欲
し
い
。

◦
テ
レ
ビ
放
送
は
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
は
障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る
配

慮
を
お
願
い
し
た
い
。

◦
避
難
所
は
基
本
、地
元
の
人
が
運

営
す
る
。コ
ロ
ナ
の
状
況
も
良
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
、避
難
所
の
設
営

訓
練
や
会
議
を
持
っ
た
ほ
う
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。

　
　
議
会
運
営
委
員
会

副
委
員
長　
中
村
文
映

モ
ニ
タ
ー
効
果
絶
大
　
行
政
と
議
員
双
方
に
緊
張
感
!!

第
2
回
モ
ニ
タ
ー
会
議
開
催
　
村
政
へ
真
摯
な
意
見
‼

―議会モニター募集中―
ご都合のつく時に議会の傍聴やAYT放送・ホー

ムページ等をご覧いただき、議会への意見・提言を
行っていただく議会モニターを募集します。現在定
員10名に対し8名の参加をいただいています。村政に
興味や関心のある方は是非ご応募をお願いします。

お問い合わせ・申し込み　TEL.0263-99-2001（議会事務局）　E メール：gikai@vill.asahi.nagano.jp

モニター会議の様子
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7
月
21
日
恒
例
の
議
員
全
員
に

よ
る
仲
俣
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
草
刈

を
行
っ
た
。

近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム

と
コ
ロ
ナ
禍
で
も
外
に
出
た
い
と

い
う
多
く
の
人
の
憩
い
の
場
所
と

し
て
は
最
高
の
自
然
公
園
で
す
の

で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
で
実
行
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

水
遊
び
を
し
て
楽
し
め
る
公

園
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
基

本
的
な
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
、
き

れ
い
な
空
気
を
思
い
切
り
吸
っ
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
上
條
昭
三
議
員
（
２
期
目
・
無
所

属
）
が
令
和
３
年
10
月
６
日
に
78
歳
で

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
條
昭
三
議
員
は
、平
成
27
年
の
初

当
選
以
来
、
副
議
長
や
総
務
産
業
委
員

会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
本
村
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
謹
ん
で

故
人
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

村
議
会
議
員
の
訃
報
に
つ
い
て　

草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

訃
報

草刈りボランティア

9
月
27
日
に
長
野
県
町
村
議

会
議
長
会
へ
出
席
し
ま
し
た
。

県
内
の
町
村
議
長
が
一
同
に

集
ま
り
【
持
続
可
能
で
最
適
な
公

共
交
通
の
構
築
に
向
け
た
取
組
】・

【
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
県
の
移
住

施
策
に
つ
い
て
】
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

公
共
交
通
は
県
民
に
と
っ
て

は
無
く
て
は
な
ら
な
い
【
足
】
で

あ
り
ま
す
。
今
後
は
民
間
と
市
町

村
と
県
に
よ
る
三
位
一
体
の
経
営

方
針
が
必
要
で
あ
る
と
議
論
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

移
住
施
策
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
テ

レ
ワ
ー
ク
の
浸
透
が
進
み
、
都
会

か
ら
地
方
へ
移
住
す
る
人
口
が
増

え
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
県
外

か
ら
の
移
住
促
進
す
る
に
当
た
り

必
要
な
こ
と
は
「
市
町
村
の
魅
力

発
信
及
び
定
住
促
進
施
策
」
そ
し

て
県
と
し
て
は
各
市
町
村
に
対
し

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
体
制

の
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
県
内
の
市
町

村
が
オ
ー
ル
信
州
を
掲
げ
て
移
住

者
の
獲
得
を
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
議
論
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
部
会
で
国
・
県

に
対
す
る
提
案
・
要
望
書
の
取
り

ま
と
め
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
県
外
移
住
者
の
獲
得
に
向

け
て
役
場
行
政
と
連
携
を
図
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

（
北
村
直
樹
）

長
野
県
町
村
議
会
議
長
会
出
席

議会活動日誌
7 月

1 木 村議会総務産業委員会
5 月 議会システム説明会
7 水 松本広域連合第1回臨時会・議員協議会
9 金 第2回男女共同参画計画審議会
13火 地域高規格道路松本糸魚川連絡道路長野県側

ルート建設促進協議会（大町市）
14水 村議会全員協議会・村議会社会文教委員会
19月 朝日村緊急防災ヘリポートヘリ離着陸訓練

鉢盛中学校組合議会臨時会
20火 松塩筑木曽福祉施設組合臨時会
21水 草刈りボランティア（中俣せせらぎ公園）

11P 
29木 松塩地区広域施設組合第1回臨時会
31土 議会だより第41号発行日

8 月
2 月 松塩地区広域施設組合環境保全協議会
4 水 風食防止対策協議会
5 木 東筑摩郡村議会議長会臨時総会（麻績村）
11水 村議会全員協議会

20金 第3回朝日村男女共同参画審議会
朝日フューチャーデザイン研修

25水 松くい虫防除対策協議会
9 月

1 水 議会運営委員会
8 水 村議会9月定例会本会議・全協
9 木 村議会9月定例会全協
13月 村議会常任委員会
15水 村議会9月定例会本会議一般質問
17金 村議会 9月定例会本会議・全員協議会

行政視察 4P 
22水 朝日村戦没者慰霊祭
27月 長野県町村議会議長会政務調査部会（長野市）

11P 
28火 村議会全員協議会　議会モニター会議

地
域
を
目
で
見
て

聞
い
て
参
加
し
て

議
員
は
、
議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
た
く
さ
ん
の
諸
会
議
・

行
事・研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

主
だ
っ
た
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議員
活動報告
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風
が
涼
し
く
な
り
過
ご
し
や
す
く

な
っ
て
き
た
こ
の
季
節
、
新
型
コ
ロ
ナ
が

な
け
れ
ば
快
適
な
の
で
す
が
う
ま
く
は

い
か
な
い
よ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
に
お
び
え

な
が
ら
の
日
々
が
ま
だ
し
ば
ら
く
は
続

き
そ
う
で
す
。

山
あ
い
の
静
か
な
こ
の
村
に
来
て
な

る
べ
く
目
立
た
な
い
よ
う
に
生
活
し
よ

う
と
暮
ら
し
て
い
て
も
、
何
や
ら
い
ろ
い

ろ
と
役
が
ま
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
都

度
地
域
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
も
何

と
か
務
め
て
き
ま
し
た
。

長
年
会
社
勤
め
を
し
て
い
て
、
そ
ろ

そ
ろ
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
矢
先
、
あ
る
日
突
然
に
集
落
支
援
員

の
話
が
私
の
と
こ
ろ
に
舞
い
込
み
ま
し

た
。
な
に
ぶ
ん
初
め
て
の
経
験
で
お
断

り
を
し
て
い
た
の
で
す
が
受
け
ざ
る
を

得
な
く
な
り
手
探
り
状
態
で
職
務
を
こ

な
し
て
お
り
ま
す
。
広
範
囲
な
仕
事
内

容
な
た
め
気
を
長
く
し
て
の
毎
日
で
す
。

少
し
で
も
住
み
よ
い
村
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
皆
様

の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
く
事
が

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ス
キ
ー
場

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

　
キ
ャ
ン
プ
場
、
ス
キ
ー
場
、
緑
の
コ

ロ
シ
ア
ム
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
タ

ジ
マ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
朝
日
の
総

支
配
人
の
加
藤
裕
士
さ
ん
を
訪
ね
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ア

ウ
ト
ド
ア
人
気
の
中
、
野
俣
沢
キ
ャ

ン
プ
場
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、

お
盆
を
中
心
と
し
た
夏
休
み
期
間
等

か
な
り
の
賑
わ
い
で
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
は
11
月
末
で
ク
ロ
ー

ズ
し
、
12
月
か
ら
は
プ
ラ
イ
ム
ス

キ
ー
場
を
中
心
に
営
業
予
定
で
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
開
業
30
週
年
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
記
念
事
業
も
含
め
現
在

企
画
を
練
っ
て
お
り
多
忙
な
毎
日
で

あ
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
あ
さ
ひ

バ
レ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
冬
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。（髙

橋
廣
美
）

第
5
波
の
新
型
コ
ロ
ナ
も
、
新

た
な
感
染
者
も
だ
い
ぶ
減
少
に
転

じ
て
き
ま
し
た
昨
今
で
す
が
、
油

断
は
禁
物
で
す
。
政
府
も
緊
急
事

態
宣
言
解
除
の
よ
う
で
す
が
、
今

度
こ
そ
、
医
療
機
関
、
全
国
民
、

政
府
が
一
体
と
な
っ
て
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
様
な
程
度
で
す

む
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
議

会
と
し
ま
し
て
も
、
村
民
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
最
善
を
尽
く
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
斉
藤
勝
則
）

発
行
責
任
者

　
議
　
長	

北
村
　
直
樹

編
集
委
員

　
委
員
長	

髙
橋
　
廣
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副
委
員
長	

高
橋
　
良
二

　
委
　
員	

上
條
　
俊
策
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塩
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第10弾
「タジマモーターコーポレーション朝日」

新
し
い
自
主
防
災
会
資
料
作
り

準備が進むスキー場

キャンプ場の予約事務

村内の施設やイベントに議員が訪問して
その取組や要望を聞く　　　　
　　　　　地域密着のコーナー

住
み
よ
い
村
に

奮
闘
中

集
落
支
援
員

　
高
橋
清
人
さ
ん

あさひむら議会だより


